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崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
三
二

所
謂

猩
紅
熱
腎
炎

の
研
究

(四)

發
生
素
因

と
第
二
病

と
し
て
の
位
置

東
京
市
立
本

所
病
院
(院
長

村
山
達
三
講
師
)

東
大
醫
學
部
坂
口
内
科
(主
任

坂
口
康
藏
教
授
)

崔

應

錫

S
a
i
 O
s
y
a
k
u

第
一

章

緒

言

第

二
章

研
究
資

料
と
研
究
方
法

第
三
章

實
験
成
績

第

一
節

頻
度

と
其

の
性
別
年
齢
別
考
察

第

二
節

素

因

第

三
節

第
二
病

に
於
け
る
位
置

第
四
章

総

括
及
び
考
按

第
五
章

結

論

(
本
論
文

の

要
旨
は

昭
和
十
五
年

一
月
東
京
市
立

傳

染
病
院

第

二
五
囘
集

談
會

に
て
發
表

せ
り
)

第

四
章

緒

言

猩
紅
熱
急
性
期

の
ア
ン
ギ
ー

ナ
、
發
疹
、

淋
巴
腺
炎
等

の
初
期
症
状
消
失
後
、

一
定

の
潜
伏

期
を

お
き
て
、

第
三
病

週
前
後

よ
り
腎
炎
、

ア
ン
ギ
ー
ナ
、
淋
巴
腺
炎

が
同
時
又

は
相
前
後

し
て
屡

々
發
生
し
、

又
是
等
後
發
症
状

に
伴
ひ
或
は
伴
は
す
し
て
單

單
に
も

一
過
性

に
熱
發

す

る
事
あ
り
、
更

に

「猩

紅
熱
心
臓
」
、
遲
發
性
關
節

ロ
イ

マ
レ
イ
ド
、
中

耳
炎
が
猩
紅
熱
恢

復
期

に
發
生
す

る
等

の
事
實

は
古

く
よ
り
知

ら
れ
た
る
事

に

し
て

(J
o
ch
m
a
n
n
.
 S
ch
lo
s-

s
m
a
n
n
 u
 M
e
y
e
r
,
P
o
s
p
is
ch
ill
 u
.
 W
e
iss,
 Sc
h
ick
等
)
、
P
o
sp
isc
h
ill
 u
.
 W
e
is
s
は
是
等

た

一
括
し
て
猩
紅
熱

第
二
病

(zw
e
ite
 K
ra
n
k
s
e
in
)
と
謂

へ
り
。
殊
に
猩
紅
熱
腎
炎
は
猩
紅
熱

第
二

病

の
代
表
的

な
る
も

の
と
稱
せ
ら
る
(
Stra
u
β
,
H
e
u
b
n
e
r.
S
c
h
ick
,
R
o
lly
,
 V
o
lh
a
rd
,

J
o
c
h
m
a
n
n
,
 H
u
b
sc
h
m
a
n
n
,
F
rie
d
la
n
d
er
,
D
u
v
a
l
 u
.
 H
ib
b
a
rd
,
W

isc
o
tt,
L
ich
tw
itz
)
。

斯

か

る
第

二
病

の
發

生

病

理

に
關

し

て
は

、

猩

紅

熱
恢

復

期

に

發

生

す

る
事

實

に

基

き

、

s
ch
ic
k

等

は

ア

レ
ル

ギ

ー
が

關

與

す

る
な

ら

ん

と
稱

し

、

こ

の
説

は
多

く

の
學

者

の
支

持

な

得

た

り
(P
irq
u
e
t,
E
sch
e
ric
h
 u
.
 S
ch
ick
,
H
u
lse
,
K
o
c
h
,
V
o
lh
a
r
d,
M
u
lle
r
,
F
e
e
r
等

)
。

特

に
第

二
病

中

重

要

の
位

置

を
占

む

る
腎

炎

に
關

し

て

は

其

の

ア

レ

ル
ギ

ー
性

發

生

を

示

せ

る
馬

杉

氏

の
業

績

に
依

り
て

尚

其

關

係

密

接

な

る
を

想

は

し

む

る
も

の
あ

り
。

猩
紅
熱
腎
炎
發
生

の
素

因
に
關
し
、

そ

の
性

別
年
齢
別
發

生
率

(K
o
ra
n
y
i,
 s
a
llstro
m
,

M
an
n
e
s,
田
中
)
、
竝

に
其
家
族
的
發
生

に
就
て
は
(
Bo
d
e
,M
a
n
n
e
s,
H
e
u
b
n
e
r
,
S
p
ie
le
r
,

T
u
ch
,
清
岡
、
堀
、
内

田
。

田
中
)
、
其
文
獻
少
か
ら
ざ
れ
さ
も
、
左
記

の
諸
點
即
ち

(
一
)
腎
炎
の

ア
レ
ル
ギ
ー
説
を
考
慮
し
て
、
猩
紅

熱
患

者
中
腎
炎

を
發

せ
る
も
の
と
、

然
ら

ざ

る
も

の
と
の
家
族

歴
に
於
け

る
、

從
來

ア

レ
ル
ギ
ー
性

と
稱
せ
ら

る

、
諸
種
疾
患

と
腎

炎

と
の
相
關
關
係
、

(
二
)
急
性
腎
炎
、
ア
ン
ギ
ー

ナ
、
感
冒
等

の
既
往
歴

と
猩
紅
熱
腎
炎

と
の
關

係
、
(
三
)
口
蓋
扁
桃
腺

肥
大

と
猩
紅
熱
腎
炎

の
關
係
を
詳
細
に
調
査
報
告
せ

る
も

の
を
み
ず
。

又
前
速

の
如

く
猩
紅
熱
恢

復
期

に
は
種

々
の

第
二
病
が
同
時
又
は
相
前
後
し
て

發

生

す

る

こ

と
あ
れ

ど
も
、

腎
炎
諸
症
状

と
其
他

の
第

二
病
と
の
出

現
の
時
間
的
關
係

を
臨
牀
的

に
詳

細
に
研
究

し
た
る
も
の
無
き
が
如

し
。

猩
紅
熱
腎
炎

の
發
生
機
轉

に
就

て
更

に
臨
牀
的
洞
察

を
行

は
む
が
爲

に
は
是
等

の
調

査
は
必
須
な

る
を
以
て
、

余
は
既
報

一
六
六
名
の
全
患

者
に

就

き
、
家
族
歴
、
既
往
歴
、

口
蓋
扁
桃
腺
肥
大
の
状
態
、
更

に
猩
紅
熱
初
期
症

状
及

び
第

二



35

病

の
連
日
觀
察

を
、
既
報
腎
炎
症
状

の
研
究

と
併
行
し
て
行
ひ
た
り
。

第

二
章

研

究

資

料

と

研

究

方

法

第
一

報

の
研
究
資
料

と
同
じ
猩
紅
熱
患

者

一
六
六
名

に
就
き
、

第
一

報

の
研
究

方

法

に

よ

る
實
験

と
同
時

に
左

の
項
目
に
就
き
毎

日
記
號
を
以

て
観
察
記
入
せ
り
。

即
ち
發
疹

は
そ

の

部
位
、
強
度
、
粟
粒
疹

の
有
無

、

口
圍
蒼
白

の
有
無
竝
に
強
度
、
覆

盆
子
舌

の
程
度
、
落
屑

は
そ
の
部
位

と
強
度
、

ア
ン
ギ
ー

ナ
は
發
赤
腫
脹

の
程
度
、

義
膜

の
有
無
竝
に
程
度
、
壊
死

性

又
は
壌
疽
性

ア
ン
ギ
ー
ナ
の
有
無
、

淋
巴
腺
は
顎
下
、
頸
部
等

の
區

別
、
壓
痛
更

に
淋
巴

腺
周
圍
炎

の
有
無
、
關
節

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
は
其
部
位

と
程
度
、

其
他
口
角
糜
爛
、
中
耳
炎
、

氣
管
支
炎
、
猩
紅
熱
心
臓

(
不
整
脈
、

心
音
不
純
、
猩
紅
熱
後
頻
脈
症
)
等

の
如
し
。

又
扁
桃

腺
肥
大

の
有
無
竝
に
程
度

を
も
退

院
時

記
載

せ
り
。

患
者

の
既

往
症
は
蕁
麻

疹
、

ロ
イ

マ
チ

ヌ
ム

ス
、
腎

炎
、
偏
頭
痛

、
顯

疹
、
喘
息
、

所
謂
神
経
痛
等

の
疾
患

に
罹
患
せ
る
こ
と
あ
り

や
否
や
に
就
き
調

査
し
、

更

に
風
邪
、

ア
ン
ギ
ー

ナ
に
罹

り
易
き
傾
向

の
有
無

を
尋
ね
、
患

者
の
家
族

歴
に
關

し
て
は
父
母
兩
系

の
視
父
母

、

父
母

、
兄
弟
姉
妹
又

は
子
に
し
て
前
記

の

如

き
所
謂

ア

レ
ル
ギ
ー
性
疾
患

に
罹
患
せ

る
も

の
あ
り
や
否
や
を
追
求
せ
り
。

更

に
尿
ウ

ロ

ビ

リ
ノ
ー
ゲ

ン
反
應

(
エ
ー
ル
リ
ヒ
氏
法
)
に
よ
り
肝
機

能

の

一
端

を
窺

知
せ
ん

と
せ
り
。

術

本
論

文
中

記
載

せ
る
年
齢
は
悉
く
入
院
當
日
を
基
準

と
し
滿

を
以
て
算

ふ
。

第

三
章

實

験

成

績

第

一
節

猩

紅

熱

恢

復

期

に
於

け

る
腎

疾
患

の
頻

度

と

性

別

及

び
年

齢

と

の
關

係

余
は
既

報

の
如
く

一
六
六
名
の
猩
紅
熱

患
者
の
恢
復
期

に
浮
腫
、

血
壓

上
昇
、

腎
炎
性
尿

所

見

三
者
を
認
め
た

る
定
型
的
腎
炎

二

一
例
、
浮
腫
無

く

尿
所
見
も
輕
微

に

し

て

血
壓
亢

進

を
生
症
状

と
し
入
院
期
間
中
正
常

に
復
歸

せ
ざ
り

し

症
例
八
例
、

浮
腫
無

く

猩
紅
熱
第

五

病
週
前
後

に
輕
度

の
血
壓
亢
進

と
尿
所
見
を

呈
し
て
直

に
全
治

し
た
る
も

の
二
例

あ
り
、
其

他
尿
所
見

の
み
陽
性

に
現
は
れ

し
も

の
七
三
例
を
み
た
り
。

そ
れ
ら
猩
紅
熱
恢
復
期

に
於

け

る
腎
疾
患
の
頻
度
竝
に
年
齢
構
成
別
及
性
別
観
察
は
第
一
表
の
如
し
。

三
腎
炎
症
状
の
内
、

二
或
は
三
を
有
す
る
症
例
群
は
十
乃
至
十
五
歳
に
於
て
最
高
の
發
生
率

第一表 所謂猩紅熱恢復期腎疾患の頻度と性別及年齢との關係

(
三

三

・
三
%
)
を
示
し
、

五
歳
以
下

及

二
十
歳
以

上
に
於
て
は

五
%
内
外

に
速

ぎ
ず
。
尿
所
見

の
み
陽
性
な

る

症
例
群

に
あ
り
て
は

二
十
歳
以
下

の

も

の
に
て
は
、
何
れ

の
年

齢
に
あ
り

て
も
約
半
數

の
比
率
に
於
て
観
察

せ

ら

る
。

次
に
性
別
及
年
齢

別
に
観

た
る
發

生

率
は

三
腎

炎
症
状
の
内

二
或

は
三
を

有
す

る
症
例
群

に
あ
り
て
は
、

一
乃

至
十
歳

に
て
は
男

は
四
四
名
中

七
例

(
一
五
・
九
%
)
、
女

は
四
五
名
中

七
例

(
一
五

・
七
%
)
、

十
乃
至

二
十
歳

に

て
は
男
は
こ
五
名
中

八
例
(
三
二
・
〇

%
)
、
女
は

三
十
名
中
八
例
(
二
六
・
六

%
)
に
於
て

發
生
せ
り
。

即
ち
性
別

差
異
は
腎
炎
症
状

の
發
生
に
對

し
大

な

る
影
響
無
き
が
如
き
結
果
を
得

た

り
。

第

二
節

猩

紅

熱

恢
復

期

腎

炎

症

状

發

現

の
素

因

(
一
)
家
族
的
發

生
(
第

二
表
参
照
)

崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七

三
三
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崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
三
四

第二表 家族的發生率

 

猩
紅
熱
患
者

一
六
六
名
中
家
族
的
猩
紅
熱
發
崖
例
は
十
家
族

二
十
人
に
し
て
、

其
内
共
に
其

恢
復
期

に
腎
炎
症
状
を
呈
せ
る
も

の
は
七
家
族
十
四
人
な
り
き
。

且
夫

々
の
腎
炎
症
状

の
重

さ
も
相
似
せ

る
點
多

か
り
き
。

由
是
觀
是
、
腎
炎
症

状
發

現
に
對

し
て
は
家
族
的
素

因
が
何

等

か
の
役
割
を
果
す
も

の

ゝ
如
し
。

(二

)
所

謂

ア

レ

ル
ギ
ー
性

疾

患

を
中

心

と
す

る
家

族
歴

余

は
腎
炎

の
ア

レ
ル
ギ
ー
説
を
考
慮
に
加

へ
、
蕁
麻
疹
、

ロ
イ

マ
チ

ス
ム
ス
、

氣
管
支
喘
息
、

偏
頭
痛
、
所
謂
神
経
痛

に
就
て
特
に
腎
炎

の
家
族
歴

を
調
査
し
た
る
に
(
第

三
表
参

照
)
。

全
猩
紅
熱
患

者

一
六
六
名
中
上
記
疾
患
を
家
族

歴

に
有
す

る
患
者
は
約
殊

を
數

へ
、

三
腎
炎

症
状

の
内

三
又
は
二
を
發
生

せ
る
症
例
群
は
三
二
・
六
%
、
尿
所
見

の
み
陽
性
に
現
は
れ
し
症

第三表 腎炎症状群別にみたる家族歴

*兄 弟猩紅熱患者()は 夫 々定型的 腎炎或は主 とじて

血壓亢進を起 し,姉 妹猩紅熱患者()は 共 に定型的

腎炎を起せ るを含む
** 姉妹猩紅熱患者二人共尿所見のみを起せるを含む

 

例
群
は

こ
四
・
七
%
な
る
に
反

し
、
猩
紅
熱

恢
復
期
に
何
等

の
腎
炎
症
状
を
新

し
く
起

さ

ゞ
り

し
症
例
群

に
於
て

は
九
・
七
%
な

り
き
。

而

し
て
三
腎
炎
症
状

の
内
、

三
或
は

二
を
發
生
せ

る
症

例
群

の
家
族
歴

が
示
す

上
記
疾
患

の

主
要
な
る
は
腎
炎

(
十
家
族
中

九
例
)
な

る
に
反
し
,
尿
所
見

の
み
陽

性
な
り
し
症

例
群

は
僅

か
に
三
例

の
腎
炎
を
そ

の
家
族
歴

に
示
せ
る
に
過

ぎ
ず
。

又
尿

所
見

の
み
陽
性

に
現

は
れ
し

症
例
群

の
家
族
歴
.に
比
較
的
多
く
認

め
た
る
は
關
節

ロ
イ

マ
チ
メ
ム
ス
な
り
き
。

又
全
猩
紅

熱
患

者

一
六
六
名

の
家
族
歴

が
有

す
る
上
記
疾
患
中
第

一
位
は
腎
炎
、

第
二
位
は
關
節

ロ
イ

マ
チ

ス
ム
ス
な
り
。

兄
弟
は

一
人
は
定
型
的
腎

炎

を
發
し
、

一
人
は
主

と
し
て
血
壓
亢
進
を
發
せ

る
が
、

彼
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等

の
第
三
番
目

の
弟

も
約

三
ケ
月
前

に
重
症

ア
ン
ギ
ー
ナ
腎
炎
を
起
し
、

姉
妹
も
共

に

中
等
症
定
型
的
腎
炎

を
起

せ
る
が
彼
等

の
父
母
は
共
に
慢
性
腎
炎

な
り
き
。

此

の
他
に
腎
炎

を

二
人
以

上
其
家
族
歴

に
有
す

る
患
者
は

三
例
に
し
て
、

(第

五
病
週
前
後
に
輕
微

の
血

壓
亢

進
と
尿
所
見
を

呈
し
直
に
全
治
す
)
の
父

と
祖

父
、

(
血
壓
亢
進
を
主
症
状

と
す

る

症
例
)
の
父

と
祖
父
、

(尿
所
見

の
み
陽
性
)
の
母

と
祖
父

の
如

し
。

(三
)
既

往

症

と

口
蓋

扁

桃

腺

肥

大

(第

四
表

参

照

)

既
牲
症

の
検
索
に
於
て
特

記
す
べ
き
は

定
型
的
猩
紅
熱
腎
炎
を
起
せ

る
患
者

の
既
往
症
に
腎

炎

に
罹
患
せ

し
こ

と
あ
り

と
謂

ふ
も
の
が
五
例

(

、

、

、

、

)
も
あ

る
こ
と
な
り
。

こ
の
五
例
共
數
年
前
に

一
例
(

)
は
猩
紅

熱
、
四
例
は
ア

ン
ギ
ー
ナ
に
繼

第四表 腎炎症状群別に觀たる既往歴

〔備考〕扁桃腺發育期たる少年期即ち凡 そ15歳 迄 は生理的扁

桃腺肥大 あるのみな らず眞の肥大あるも外觀小に して看過

せ られ易き所謂埋没性扁桃腺 も存す るを以て,少 年期に於

ける口蓋扁桃腺肥大の診断は必ず しも容易ならす。故に余

は一定の標準をたて 肥ゝ大症の有無竝に其程度を記載する

ことゝせ り。即ち前後兩口蓋弓平面 より僅かに突出して見

ゆるものを(±),拇 指頭大 のものを(+),開 口の際兩側扁桃

腺の相接觸せるものを(+++)と し,(+)と(+++)と の串問にあ

るを(++)と な した り。

既往症中,表 中以外の疾患は特別の意義を認め得ざりしを

以て省略す。

發
し
て
急
性
腎
炎

を
起

し
て
全
治

し
た
り
と
謂

ふ
。
尿
所

見
の
み
陽
性
な

る
症
例
七

三
例
中
、

そ

の
既
往
症

に
腎
炎

を
有

せ
し
こ
と
明

か
な

る
も
の

二
例

(

、

)
、
稍

々
疑
は

し
き

も
の

一
例
(

)
あ
り
、

前
者

に
あ

り
て
今
囘
猩
紅
熱
恢
復
期

に
認
め
ら
れ
し
尿
所
見
は
比

較

的
長
く
繼
續

し
た
り
。
其
他

の
症
例
群

に
は
既
往
症

に
腎
炎
を
有
す

る
も

の
な
し
。

感
冒

に
罹

り
易

き
も

の
又
は
ア

ン
ギ
ー
ナ
に
頻
繁

に
罹
患

せ
る

既
往
症

を
有
す
る
患
者
は
尿

所
見

の
み
陽
性

と
な
れ

る
症

例
群

に
殊

に
多

く
、
爾
餘
症
例
群

に
少
し
。

三
腎
炎
症

状
の
内

三
又

は

二
を
現
は
し
た
る
も
の
と
尿

所
見
の
み

陽
性

と
な
れ

る
症

例
群

と

に
於

け
る
口
蓋
扁
桃
腺
肥
大

の
比
率
は
夫

々
五
四
・
八

%
、
四
九
・
三
%
に
し
て
大
差
な

き
も
、

恢
復
期
腎
症
状
を
呈
せ
ざ
り
し
症
例
群
に
て
は

三
二

・
二
%
に
し
て
稍

々
低
し
。

然

れ
ど
も

肥
大

の
外
觀
的
大
小

と

恢
復

期
腎
炎
症
状

の
各
群

と
の
問
に
は

一
定

の
關
係
な

き
が
如
し
。

第

三

節

猩

紅
熱

恢

復

期

腎

疾

患

と
其

他

の
所

謂

第

二

病

と
の
關

係

(
一
)
第

二

次

ア

ン
ギ

ー

ナ
、

第

二
次

淋

巴

腺

炎

及

び
發

熱

恢

復
期
腎
疾

患

の
種
類
又
は
そ

の
輕
重

と
初
期
症

状
即

ち
發

疹
、

落
屑
、
口
圍
蒼
白
、
覆
盆

子
舌
、

ア

ン
ギ
ー
ナ
と
の
關
係

に
就
て
は
詳
細

に
觀
察

し
た
る
も
、

密
接
な

る
聯
關
を
認

め

得

ざ
り

き
。

初
期
症
歌

の
重
篤
な

る
も

の
に
稍

々
重
き
腎
疾
患
を
發
す

る
場
合
あ
れ

さ
も
初

期

症
状

の
輕
重

は
必
ず

し
も
後
發
す

る
腎
疾
患

の
輕
重

を
左
右

せ
ざ
る
が
如

し
。

茲
に
謂

ふ
第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
と
は

猩
紅
熱
恢
復

期

に
於
て
再
び

ア

ン
ギ
ー

ナ
所
見
を
呈

せ

る
も

の
を
指

し
、
そ

の
再
發
た

る
と
再
燃
た

る
と
を
問
は
す
。
又
第

二
次
淋

巴
腺
炎

と
は

一
部

は
恢
復
期
噺

に
、
他

は
猩
紅
熱
初
期
淋
巴
腺
炎

の
再
發
又
は
再
燃

と
し
て
壓

痛
、
腫
大
等
を
示

せ
る
も

の
な
り
。

兩
者
は
多
く
は
密

接
な

る
聯
關
あ

る
も
必
ず

し
も
同
時
に
存
在

せ
す
。

又

發
熱
は
第
二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
、
第

二
次
淋
巴
腺
炎
を
必
ず

し
も
伴
は

ざ

る
こ

と
諸
家

の
述
ぶ

る
が
如
し
(J
o
ch
m
a
n
n
,
S
alg
e
,
H
e
n
o
c
h
,
S
tr
a
u
β
,
H
e
u
b
n
e
r)
。
今
猩
紅
熱

第

二
病

の
中

、

第
二
次

ア
ン
ギ

ー
ナ
、
第

二
次
淋
巴
腺
炎
、

發
熱
を
症
例
群
別
に

一
括

す
れ
ば
第

五
表

の
如

崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
三
五
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崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
三
六

第五表 猩紅熱恢復期の主要なる所謂第二病

備考 *血 壓亢進を主症状とするもの

**第 五病週前後に輕度の血壓亢進と尿所見を呈したるもの

く
、
該
表
よ
り
次
の

諸
事
實

を
列
擧

得
。

(
一
)
猩
紅
熱
恢
復
期

に
何
等

の
腎
炎
症
状
を
も
現
は
さ

ゞ
る
も

の
、

尿
所
見

の
み
陽
性
に
現

は

れ
た

る
も

の
、

三
腎

炎
症
状

の
内

三
或
は
二
を
現
は
し
た
る
も
の

ゝ
順
序

に
、

之

と
相

前
後
し
て
發
生
す
る
合
併
症

の
比
率
大

な
り
。

(
二
)
全
猩
紅
熱
患
者

の
二
七
・
七
%

に
恢

復
期
發

熱
を
、
二

一
・
七
%
に
第

二
次
淋
巴
腺
炎

を
、

一
三
・
九
%
に
第
二
次

ア
ン
ギ
ー

ナ
を
觀

た
り
。

(
三
)
第

二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
、

第

二
次

淋
巴
腺
炎
、

發
熱

三
者

の
併
發
せ

る

一
八
例
中
六
例
は

定
型
的
腎
炎

、

一
例
は
血
壓
亢

進
を
主
症

状
と
す
る
症
例
、

九
例

は
尿
所
見

の
み
陽
性
に

現
は
れ
た
る
も
の
、

二
例

は
何
等

の
腎
炎
症
状
も
現
は
れ
ざ

る
も

の
な
り
き
。

(
四
)
五
例

の
第
二
次

ア

ン
ギ
ー

ナ
と
發
熱

の

み

あ

り

し

症
例
は
悉
く
腎
炎
を
併
發
せ
り
。

(
三
)
(
四
)
の
事
實

に
徴
す

る
に
、

第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
と
恢
復
期
腎
疾
患

と
は
密
接
な

る

關
聯

あ
る
も
の

ゝ
如

し
。

(
五
)
第
二
次
淋

巴
腺
炎

と
恢
復

期
腎

疾
患

と
は

後
者
中
尿
所
見

の
み
陽
性
な

る
も

の
三
腎

炎

症
状
の
内

三
或

は
こ
が
現

は
れ
た

る
も

の

ゝ
順
序
に
前
者
多
け
れ
ど
も
、
前
者
は
何
等

の

腎
炎
症

状
も
現

は
れ
ざ
る
症
例
群
中

に
も
多
少
認

め
ら
れ
た
り
。

(
六
)第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
或

は

第

二
次
淋
巴
腺
炎
が

臨
牀
的
に
證
明

せ
ら
れ
ず

し
て
發
熱

の

み
あ

る
も
の
は
四
六
例

の
發
熱
例

中
五
例
あ
り
。

五
例
中

二
例
(尿
所
見

の
み
陽
性
に
現
は

れ
し
も

の

一
人
、
何
等

の
腎

炎
症
状
も
現
は
れ
ざ
り
し
も

の

一
人
)
は
微
熱
、
三
例

(
血
壓
亢

進

を
主
症
状

と
す

る
も

の

一
人
、
尿
所
見

の
み
陽
性

に
現
は
れ
し

も

の

一
人
)
は
高
熱
な

り
。

(
七
)
三
腎
炎
症
状

の
内

三
或

は
二
が
現

は
れ
た
る
症
例
群
は
第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
、

第
二
次

淋
巴
腺
炎
、
發
熱

と
相
前
後

し
て
發
生
す

る
こ
と
多
き
も
、

是
等

の
合
併
症
を
伴

は
ず

し

て
發
生
す

る
も

の
三

一
例

中

一
三
例
あ
り
。

(
八
)
定
型
的
重
症
腎
炎
八
例
中

六
例

は
第

二
次

ア
ン
ギ
ー

ナ
、
第

二
次
淋
巴
腺
炎
、

發
熱

の
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*

血
應
亢
進
を
主
症

状
と
す
る
症
例
 

*
*
第

五
病
週
前
後
に
輕
度

の
血
壓
亢

進
と
尿
所
見

を
呈
し
た

る
も

の

*
*
*

尿
所
見

の
み
陽
性

に
現
は
れ
た
る
症
例
群
項
目
中
、
腎
炎

の
「
眞

の
發
病
日
」
項

は
蛋
白
尿
、
尿
所
見
出
現
日
項
目
は
顯
微
鏡
的
血
尿

の
出
現
日
を
意
味
す

第六表 第二病の初發病日

崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
三
七
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崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
三
八

三
者
を
併
發
し
、

他

の
二
例
は
發
熱

と
第

二
次

ア
ン
ギ
ー

ナ
、

第

二
次

淋
巴
腺
炎

の
何
れ

か

一
と
を
併
發

せ
り
。

即

ち
重
症
腎
炎

に
は
第

二
次
淋
巴
腺
炎
、
第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
の

併
發
を
觀

る
事
多
し
。

次

に
腎
炎

の
「眞

の
發
病

日
」
、
腎
炎
性
尿
所
見
、

第

二
次

ア
ン
ギ
ー

ナ
、

第

二
次
淋

巴
腺

炎
、

發
熱

の
五
者
を
夫

々
最
初

に
證
明

せ
る
猩
紅
熱
病

日
と
其
程
度

を

一
括
表

記
せ
ば
第

六
表

の
如

し
。
第

六
表

に
據

れ
ば
、

(
一
)
定

型
的

重
症

腎
炎

(八

例
)

第
二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
を
み
た
る
六
例

に
於

て
腎
炎

の

「
眞

の
發

病
日
」
と
第

二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ

證
明
日

と
を
比
較
す

る
に
、
前

者
が

一
乃
至
八
日
早

き
か
或

は
同
日
な
り
。

第

二
次
淋
巴
腺

炎
は
概
し
て
第
二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
と

期

を
同
じ
く
す
。

腎
炎

と
相
前
後

し
て
高
熱
を
發
せ

る

五
例
に
あ
り
て
は
、
腎

炎
發
病

の
前

日

一
例
、

腎
炎
發
病

と
同
日

三
例
、

三
日
後

一
例
、

五

日
後

一
例

の
如
く
、
腎
炎

發
病
は
多

く
高
熱

に
先
行

せ
り
。

續

い
て
微
熱

の
長
く
繼
續

す

る

も

の
六
例
な
り
き
。

而
し
て
腎
炎
發
病
前

に
其
迄
微
熱

の
續
き

し
も

の
は

五
例
な
り
き
。

(
二
)
定

型

的

輕

症

腎
炎

(五

例
)

腎

炎
發
病
時
迄
初
期

ア
ン
ギ
ー
ナ
續

き
て
第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
の

不
明

な
り

し
も

の
二
例
、

腎

炎
發
病
に
四
乃
至
五
日
遲

れ
て
第

一。次

ア

ン
ギ
ー
ナ
を
示

せ
る
も

の
二
例
あ
り
き
。

淋

巴

腺
炎

再
發
又
は
再
燃

し
て
壓
痛

を
訴

へ
し
は
三
例

に
し
て
、

略

々
腎
炎

發
病

と
期
を
同
じ
く

せ
り
。
病
初
期

よ
り
微
熱

の
續
け

る
も

の

一
例
、
腎
炎
發
病

よ
り
先
に
熱
發
せ

る
も

の
二
例
、

二
乃
至

三
日
遲

れ
て
微
熱
を
示
せ
る
も

の

二
例
あ
り
。

續

い
て
微
熱

の
長
く
續

く
も

の
二
例

あ
り
。

(三
)
血

壓

亢

進

を

主

症
歌

と
す

る
症

例

(
四

例
)

初
期

ア
ン
ギ
ー
ナ
の
尿
所
見
發
病
迄
續

く
も

の
三
例
、

其
中

一
例
は
尿
所
見
出
現

よ
り

二
日

遲

れ
て
明

か
に
第

二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
増
強
せ
り
。

尿
所
見
出
現

と
殆

ど
同
日
に
第

二
次
淋
巴

腺
炎
發
生
せ

る
も

の
二
例
あ
り
。

發
熱
は
尿
所
見
出
現
に
先
立

つ
も

の
二
例
、
同

日
二
例
な

り
き
。

而
し
て
發
病
後
微
熱

の
長
く
續

く
も

の
二
例
な
り
き
。

(
四
)
第

五

病

週

前

後

に

輕
度

の
血

壓

上
昇

と
尿

所

見

を

呈

し

て
直

に

全

治

せ

る

も

の

(
一
例
)

ア
ン
ギ
ー
ナ
、
第

一
六
病
日
頃
迄
長

く
續

き
た

る
後
、

二
八
病

日
に
熱
發
を
以

て
第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
發
生
し
。
再
び
三

一
病

日
熱

發
せ
り
。
微
熱
は
約
二

週
間
續

け
り
。

(五
)
尿

所

見

の
み

陽

性

に
現

は

れ

し
症

例

(二

〇

例
)

第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
八
例
中
、

尿
所

見
に
先
立

つ
も

の
三
例
、

略

々
同
時

の
も

の

二
例
、
遲

れ
た
る
も
の
三
例

な
り
。
第

二
次
淋
巴
腺

炎

一
六
例

中
、
尿
所
見
に
先
立

つ
も

の
七
例
、
略

々

同
時

の
も

の
四
例
、
遲

れ
た

る
も

の
三
例
な
り
。

第

二
次
淋

巴
腺
炎

一
六
例
中
、
尿
所
見

に

先
立

つ
も

の
七
例
、
略

々
同
時

の
も

の
四
例
、

遲

れ
た

る
も

の
五
例
な
り

き
。

發
熱

二
〇
例

中
尿
所
見

に
先
立

つ
も

の
三
例
、
遲

れ
た

る
も

の
九
例
な
り
。

(六
)
猩

紅

熱

恢
復

期

に
何
等

の
腎

炎
症

状

も
現

は

れ
ざ

り

し
も

の

(
八

例
)

第

二
次

ア

ン
ギ
ー
ナ
二
例
、
第

二
次
淋

巴
腺
炎

七
例
、

發
熱
八
例
に
し
て
、
發
熱

の
み
な
る

も

の
な

し
。

以

上
を
要
約
す

れ
ば
次

の
如
し
。

三
腎
炎
症

状
の
内

三
或

は
二
つ
現
は
れ
た

る

症

例
群
に
於
て
は

一
例
を
除
く

一
一
例
に
於

て

腎
炎
症

状
發
現

と
同
時
又
は
數
日
に
し
て

「第

二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
」
を
認
む
。

又
第

二
次
淋

巴

腺
炎

は
或

は
腎
炎
發
病
或
は
第
二

次

ア
ン
ギ
ー
ナ
と
期
を

同
じ
く
し
て
發
す

る
傾

向
あ
る
も

一
定

せ
ず
、

發
熱
亦
其

の
原
因
を
問

は
す
腎

炎
症
状
發
現

と
相
前
後

し
發
す

る
も
其

の
時
期

一
定
せ
ず
。

尿
所
見

の
み
陽
性
な

る
症

例
群
に
於
て
は
尿
所
見
と
第
二

次

ア
ン
ギ
ー
ナ
、
第

二
次
淋

巴
腺
炎
、
發
熱

の
間
に
は

一
定

の
時
間
的
關
聯
を
認
め
得
ず

。

恢
復
期

に
腎
疾
患

を

起

さ
ざ
り

し
症

例
群
に
あ
り
て
は

他

の
第

二
病
發
す
れ

ど
も
第

二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
は
少

し
。

要
之
、
定
型
的
腎
炎

の
如
き
重
症
な
る
腎

疾
患
を

起

す
時
は

一
部
は
同
時

に
多

く
は
稍

々
遲

れ
て
第

二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
を
觀
察

し
た
れ

さ
も
、

恢

復
期
腎
疾
患

と
第

二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
、
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第
二

次
淋
巴
腺
炎

二
者

と
は
因
果
的
直
接
關
係
は
無
き
が
如
く
、

唯

こ
れ
ら
の
症
状
は
相
前

後

し
て
起

る
を
觀
察

し
た
り
。

(二
)
其

他

の
所
謂

第
二

病

中

耳

炎

猩
紅
熱
恢
復
期

に
中
耳
炎
を
旭
せ

る
は
僅

か
六
例

に
し
て
(
三
・
六
%
)
、何
れ
も
猩

紅
熱
初
期
中
耳
炎

の
悪
牝
せ

る
も

の
に
あ
ら
す
、

新

し
く
發
生

せ
る
輕
症
又
は
中
等
症

の
中

耳
炎

に
し
て
、
総

て
尿
所
見

の
み
陽
性

な
る
症

例
群
に
併
發

せ
り
。
(他

の

一
例

の
猩
紅
熱
初

期
中

耳
炎

は
初
期
限
局
性
腎

炎
症
例
な
り
き
)
。

關

節

ロ
イ

マ
ト

イ
ド

猩
紅
熱
経
速
中

ロ
イ
マ

ト
イ
ド
を

起
せ
る
症
例

は
三
〇
例

(
一
八
・

一
%
)
の
多

き
に
達

し
、

J
o
h
n
 M
c
C
r
a
e
の
四
・
二
%
、
倫
敦
傳
染

病
院
(M
e
tr
o
p
ollta
n

A
.
B
.
H
o
sp
i
t
a
l)
の
三
・
八
八

%
。
E
sc
h
e
r
ich
 u
.
 
S
c
h
i
c
k
の
五
・
〇
%
、
B
a
r
as
c
hの
五
・
九

%
、
S
ch
lo
s
sm
a
n
n
 u
.
 M
ey
e
r
の
六
・
三
%
、
H
e
u
b
n
e
r

の
六

・
七
%
、
佐
藤
氏

の
二
・
五

%
、
田
中
氏

の
五
・
六
%
等

に
比
し
遙

か
に
高
率
を
示
せ
り
。
こ
の
三
十
例
中
、
三
或
は

二
腎
炎

症

状
を
現
は
し
た
る
症
例
群

に
屬

す
る
は
七
例
に
し
て
、
中

一
例
(第

二
二
病
日
迄

ロ
イ

マ
レ

イ
ド
續

き
第

一
五
病

日
に
尿
所

見
出
現
す
)を
除

け
ば

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
は
夫

々
第
七
―

一
〇
、

四
―

八
、

四

―
九
、

四
―

五
、
九
―

一
一
、

三
―

六
病
日
間

の
示
す
如
く
、

腎
炎
發
生
前
に

認

め
ら
れ
た
り
。

又
尿
所
見

の
み
陽
性
な
る
症
例
群

に
屡
す

る
は

六
例

に
し
て
共

の
中

二
例

(
一
例
は
三
―

一
九
病
日
間

に

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
あ
り

て

一
八
病

日
に
蛋

白
尿
出

現
し
、
他

の

一

例

は

一
三
病
日
に
蛋
白
尿
、

一
五
病

日
に
血
尿
出
現
し
、

八
―

五
病
日

に

ロ
イ

マ
ト
イ
ド

認

め
ら
る
)
を
除
く

四
例

に
於
て
は
夫

々
五
―

七
、
五
―

六
、

五
―

一
〇
、

九
病
日

の
示
す
如

く
尿
所

見
出
現
遙
か
以
前
に
認

め
ら
れ
た
り
。

三
〇
例
中
尿
所
見

の
み
陽
性
な

る
症
例
群
に

屬

す
る
は
四
例

に
し
て
、

夫

々
五
、

四
―

七
、

一
二
―

一
四
、

一
八
―

二

一
病
日
間

に

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
を
訴

へ
、

其

の
中

一
八
―

二

一
病
日
間
に
證
明

せ
ら
れ
た

る
症

例

の
み
第

二
〇
病

日
に
蛋
白
尿

陽
性

な
り

き
。

初
期
限
局
性
腎
炎
症

例
に
屡

す
る
は
七
例
に
し
て
、
夫

々
五
、

六
―

七
、

七
―

九
、

五
―

一
〇
、

八
―

一
二
、

五
―

一
二
、

一
―

一
〇
病

日
に

ロ
イ

マ
イ
ト

ド
を
訴

へ
た
り
。

そ

の
七
例
に
於
て
は
初
期
限
局
性
腎

炎

の
尿
所
見
は

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
終
り

し
後

も

續
證
明

せ
ら
れ
た
り
。

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
を
訴

へ
し
患

者
に
し
て
何
等
の
腎
症
状

を

伴

は
者
り

し
症
例

は
六
例

に
し
て
、

其

期
間
は
夫

々
、

五
―

六
、

三
―

四
、

四
―

九
、

四
―

一
八
、

四
―

一
〇
病

日
な
り
き
。

要
之
、
關

節

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
を
認

め
得
た

る
患
者
に
し
て
恢
復

期
腎

疾
患
發
生
せ
る
は

一
七

例
に
し
て
、

そ
の
中

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
を
訴

へ
し
期
間
中

に
腎

症
状
起
り
し
は
僅

か
に
四
例
に

し
て
、

他
の

一
三
例
に
あ
り
て

は
総
て
恢
復
期
腎
炎
症
状
發
現
以
前
に

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
消
散

せ
り
。
而
し
て

一
例
を
除

く
他

の
二
九
例
は
悉
く
初
期
閾
節

ロ
イ

マ
ト
イ
ド
な
り
。

猩

紅
熱

心

臓

猩
紅
熱
恢
復
期

に
第

一
心
音

不
純

と
な
り
、
或
は
更

に
進
ん
で
不
整
脈
或

は

所
謂
「
猩
紅
熱
後
脈
搏

頻
數
症
」
を
有
す
る
も

の
を

P
osp
isc
h
il
l
 u
.
 W

e
iss

は

「猩
紅
熱
心

臓

」
と
い

へ
り
。
其

の
頻
度
は

三
腎
炎
症
状

の
中

三
或
は

二
を
有
す

る
症

例
群
に
て
は
三

一
例

中

七
例
(
二
二
・
六
%
)
、
尿
所
見

の
み
陽
性
な

る
症
例
群
に
て
は
七

三
例
中
六
例
(
八
・
二
%
)
、

何
等

の
腎
炎
症

状
も
現

は
れ
ざ
り

し
症
例

に
て
は

六
二
例
中
五
例
(
八
・
一
%
)
、
全
患
者

一
六

六
名
中

一
八
例
(
一
〇
・
八
%
)
な
り
。

猩
紅
熱
心
臓

一
八
例
中
、
單

に
第

一
心
音

不
純

な
る
も

の
五
例
、

不
整
脈

な
り

し
も
の

一
〇
例
、
更

に
猩
紅
熱
後
脈
搏
頻
數
症

に
な
り
し
も

の
三
例

な
り
き
。

そ

の
初

め
て
證
明

せ
ら
れ
し
病

日
は
單

に
心
音
、不
純

と
な
れ

る
症
例
に
於
て
は
第

二
〇
乃
至

四
五
病
日
、

平

均
第

二
九
病

日
、
不
整
脈

を
來

せ
し
症
例

に
於
て
は
第

一
八
乃
至

四
四
病

日
、
平
均
第

三
五
病
日
、

脈
搏
頻
數
症
群

に
於
て
は

二
八
乃
至

四
三
病
日
、
平
均
第

三
七
病
日
な
り
き
。

而
し
て
脈
搏

頻
數
症

三
例
は

血
壓
亢
進
を
主
症
状

と
す

る
も

の
二
例
、

定
型
的
腎
炎

一
例

に
認

め
ら
れ

た
り
。

(三

)
恢

復

期

腎

疾

患

と
尿

中

ウ

ロ
ビ

リ

ノ
ー
ゲ

ン
反

應

の
再

出

現

猩
紅
熱
初
期

「
ウ
」
反
應
證
明
病

日
は
通
常
第

三
病
日
に
始
ま
り
、

第

五
―

六
病
日

に
最
高

に

達

し
そ
れ
よ
り
漸
次
減
少
し
て
第

一
〇
病
日
に
至
れ
ば

殆

ど
陰
性

と
な

る
を

認
め
た
る
は
諸

家

の
報
告

(H
i
lde
b
r
and
t.
R
oc
h
 u
.
 
Reu
ss
,
R
a
c
hm
ile
w
its
ch
,U
m
b
e
r
.
田
中
)
と

一
致

崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
三
九
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崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
四
〇

す
れ
ど
も
、
陽
性
率

は
六
三
・〇

%
な
り
き
。

こ
の
値

は
、
隔
日
に
検

査
を
行

へ
る
と
、

發
病

後
相
當

日
數

経
過

し
て
入
院
せ

る
も

の
を
も
含

め
た
る
故
、

眞

の
陽
性
率

よ
り
も
小
な

る
や

も
知

れ
ず
。

こ
の
猩
紅
熱
初
期
「
ウ
」
陽
性
率

は
三
腎

炎
症

状

の
内

三
或

は
二
を
有
す
る
症
例

群

七
九
・
二
%
、
尿
所
見

の
み
陽
性
な

る
症
例
群

に
て
は
五
一

・
四
%
、

恢
復
期

に
何

等

の
腎

炎
症
状

も
現

は
れ
ざ
り

し
症
例
に

て
は
五
〇
・
九
%

に
し
て

定
型
的
腎
炎

の
如
き
症
例
群

に

於

て
高
き

が
如

し
。

猩

紅

熱

恢

復

期

腎

疾

患

と
「
ウ
」
反

應

再

出

現

と
の

關
係

は

次

の
如

し
。

尿
所
見

の
他

に
腎
外

性
症

状
を
認
め
た
る
症
例

群

に
て
は
、

四
例
(夫

々
二
七
、
二
七
、
二
八
、

五

一
病
日
に
弱
陽
性

に
出
現
す
)
の
他
に
、
初
期

に
反
應

を
検
査

せ
ず
し
て
腎
炎
を
起
し
て
後

初
め

て
檢
査
し
て

ウ
反
應
陽
性

な
り
し
も
の
二
例
(
中
、

一
例
は
二
六
病

日
、
他

は
四
三
、

一

〇
四
、
一
一
五
病

日
に
弱
陽
性
に
出
現
す
)、
合
計

六
例
あ
り
て
、
何
れ
も
蛋
白
尿
出
現
後
(
夫

々
四
、
九
、
九
、

二
九
、
三
七
、
凡
そ

一
〇
日
後
)
暫

く
経
過

し
て
ウ
反
應
陽
性
に
再
轉
化
し

た
り
。

尿
所
見

の
み
陽
性

な

る
症
例
群

に
て

は

三
例
(夫

々

一
五
、

一
六
、

一
九
、

病
日
即

ち
、

蛋
白
尿
出
現
後

二
日
、

血
尿
出
現
後

二
日
、

蛋
白
尿
出
現
後

二
日
目
に
ウ
反
應
再
出
現

第七表

せ
り
)、
猩
紅
熱
恢
復
期
に
は
何
等
の
腎
炎
症
状
も
認
め
ざ
り
し
症
例
群
に
於
て
は
三
例
(夫

々
一
七
―
二
二
、
二
〇
、
二
二
病
日
)
に
ウ
反
應
再
出
現
せ
り
。

第
四
章
総
括
及
び
考
按

一
、
猩
紅
熱
患
者

一
六
六
名
の
恢
復
期
腎
疾
患
の
頻
度
は
定
型
的
腎
炎
二

一
例
(
一

二
・六
%
)、
尿
所
見
の
他

に
腎

外
性
症
状
を
認
め

た
る
症
例

は
合
計
三

一
例

(
一
八
・

六
%
)
な
る
に
對
し
、
腎
外
性
症
状
無
く
し
て
尿
所
見
の
み
陽
性
な
る
症
例
群
は
四

三
・九
%
の
多
數
に
達
し
た
り
。
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
頻
度
に
關
す
る
諸
家

の
報
告

は
第
七
表
の
示
す
如
く

著
し
き
差
異
あ
れ
どこ
も

そ
の
原
因
の

一
部
は
猩
紅
熱
腎
炎

の
診
断
の
基
準
が
不
同
な
る
に
歸
す
べ
き
も
の
な
ら
ん
。
例
之
、
(
一
)
報
告
者
が
猩

紅
熱
腎
臓
炎
の
正
確
な
る
統
計
を
作
ら
ん
が
爲
に

少
く
と
も
尿
所
見
と
血
壓
を
猩

紅
熱
全
経
過
を
通
じ
て
系
統
的
に
追
求
せ
し
や
否
や
、

或
は
單
に
猩
紅
熱
臨
牀
の

所
謂
統
計
的
觀
察
の

一
部
と
し
て
出
た
ろ
腎
炎
の
統
計
な
り
や
否
や
に
因
る
こ
と

多
か
る
べ
く
、
後
者
に
よ
れ
ば
輕
症
腎
炎
は
統
計
よ
り
脱
漏
す
べ

く
、
次
に
(二
)
余

の
所
謂
血
壓
亢
進
を
主
要
症
歌

と
す
る
症
例
群
及
び
猩
紅
熱

候
復
期
遲
發
的
に
輕
度
の

血
壓
亢
進

と
尿
所
見
を
呈
し
て
直

に
全
治
せ
る
如
き
看
過
さ
れ
易
き

症
例
群
を
腎
炎
の
範
疇
に

入
れ
し
や
否
や
、

又
尿
所
見
の
み
陽
性
な
る
如
き
症
例
を
も

腎
炎
に
入
れ
た
る
に
あ
ら
す
や
、

以
上
二
點
に
付
從
來
の
全

報
告
に
疑
な
き
を
得
す
、

K
o
ch
,
田
中
氏

の
報
告
は

(
一
)
の

疑
點
を
滿
足
せ
し
む
る
も
の

な
る
も

(二
)
の
疑
點
を
滿
足
せ

し
め
す
。

余

の
報
告
に
於
て
は
定
型
的
腎
炎
の
統
計

と
更
に

余

の
所
謂
血
壓
亢
進
を
主
要
症
状
と
す
る
症
例
及
び
猩
紅
熱

恢
復
期
遲
發
的
に
輕
度

の
血
壓
亢
進

と
尿
所
見
を
呈
し
て
直
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に
全

治

せ

る
症

例

の
如

き
其

が

腎

炎

な

の

や

否

や

今

後

の
研

究

を
侯

つ

べ
き

症

例

群

を

加

へ
た

る
も

の

ゝ
統

計

を
塞

ぐ

る

に

止

め
ん

と
す
。

こ

の
點

に
關

す

る
大

數

的
觀

察

に
基

き

て
作

れ

る
統

計

は
既

に
報

告

せ

り
。

余

の
症

例

に

て
は

腎

炎
發

生

は

十

乃

至

十

五
歳

に
最

も

多

く
.
而

し
て

性

的
差

異

は

之

を
認

め

ざ

り

き

。

猩
紅
熱
腎
炎
は
他

の
急
性
腎

炎

と
等
し
く

一
般

に
老
幼

の
別
な

く

登
生
す
れ
さ
も
弱
年

者
及

び
少
青
年

者

に
多
し

と
謂
は

る
(
K
o
r
a
n
y

i.
佐

々
、
川
口
、
田
中
)
。
田
中
氏
は
輕
症
腎
炎

は

三
十
歳
以
下
に
て
は

一
五
・
○
乃
至
二

二
・八
%
、

三
十

一
歳
以
上

に
て
は
三
・
八
%
、
中
等
症

及
重
症
腎
炎

は
三
十
歳

以
下

に
て
は

一
〇
・
三
%
乃
至

一

二
・八

%
可

三
十

一
歳
以
上

に
て

は

○
%
な
る
成
績

を
報
告

し
、
M
a
n
n
e
s
は
小
見
は
大
人
よ
り
も
猩
紅
熱
腎
炎

に
罹
患

し
易
く
、

又
五
歳
未
満

は

一
五
・
八

%
、

五
乃
至
十

三
歳

は

一一
丁

七
%
の
合
併
卒
を

示
せ
り

と
い
ひ
、

S
a
l
l
s
t
r
o
m

も
小
見
期
年
齢

の
高
き
程
腎
炎
發
生
傘
多

し
と
い

へ
り
。
狸
紅
熱
腎
炎
發
生

の
性

別
・
年
齢
別
相
違

に
關
し
可
田
中
氏

は
「
十
歳
以
下

の
幼
年
期

に
於
て
は
男
女
共

に

一
六
・
五
%

内
外

に
て
殆
さ
差
な
き
も
、

十

一
歳

以
上

の
少
青
年
期

に
達

す
れ
ば
女
子

の
遙
か

に
高
率
を

示
せ

る
(
男

一
三
・八
%
、
女

二
五
・
五
%
6
は
注
目

に
値

す

と
謂

へ
る
も
、

余

の
統
計
に
て
は

性
別
差
異
は
腎
炎

發
生
に
封
し
大
な

る
影
響

な
き

が
如
き
結

果
を
得
六
り
。
S
a
l
l
s
t
r
o
m

も
腎

炎

の
性

別
發
生
に
相

異
な
き
を
報
告

せ
り
。

三
、

素

因

狸
紅
熱
腎
炎
の
糞
生
誘
因
に
關
し
て
は
感
冒

の
影
響
を
唱

ふ
る
も
の
(S
i
e
g
e
l
,

武

谷
、
稻
葉
、

豊
田
)
、
蓮
動
の
影
響

の
有

(P
re
i
s
i
c
h

)
無

へ田
中
、
川
口
)
.
食
餌
の

影
響
の
有

(
R
o
l
l
y
,
 
H
o
t
t
i
n
g
e
r
 
&
 
S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
,
 
G
e
s
t
l
e
y
,
 
D
e
 
B
i
e
l
e

)
無

(
P
o
s
p
i
s
c
h
i
l
l
 
u
.
 
W
e
i
s
s
,
 
J
o
c
h
m
a
n
n
,
 
B
r
u
c
k
e
r
,
 
G
r
o
s
s
m
a
n
n
,
 

W
i
s
c
o
t
t

,

稻
葉
、
田
中
)
、
等
所
説
塵
々
な
れ
と
も
先
天
的
素
因
を
重
要
視
せ
る
墨
者
は
多
し

(V
o
l
h
a
r
d
,
 
J
o
c
h
m
a
n
n
,
P
o
s
p
i
s
c
h
i
l
l
 
u
.
 
W
e
i
s
s
,
 

K
o
r
a
n
y
i
,

二
木
、
近
藤
、

堀
、
稻
葉
、
清
岡
)
。
猩
紅
熱
家
族
感
染
中
其

二
名
以
上
に
腎
炎
登
生
せ

る

報
告

(B
o
n
e
,
 S
p
i
e
l
e
r
,
 
T
u
c
h
,
 
H
e
u
b
n
e
r
,
 
M
a
n
n
e
s
,
 

清
岡
、
堀
、
内
田
、
田
中
、

川
口
)
蛇
に
普
通
腎
炎
の
家
族
的
發
生
の
報
告

(
D
i
c
k
i
n
s
o
n
,
 
P
e
l
,
 
M
e
i
g
s
,
 
K
i
d
d
,

T
H
o
m
b
s
o
n
 
u
.
 
M
a
c
a
u
l
e
y
.
 
B
e
u
s
o
n
,
 
S
m
i
t
h
 
&
 
B
u
c
h
a
n
a
n
,
 
E
r
n
s
t
e
n
e

&

R
o
b
b
,
 
R
i
n
k
o
f
f
,
 

S
t
e
r
n
 
&
 
S
c
h
u
m
e
r

)
は
少
か
ら
ざ
る
も
、
腎
炎
を
中
心
と
し

所
謂

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
に
就
き

猩
紅
熱
患
者
の
家
族
歴
を
一調
査
せ
る
も
の
を
見

す
。
余
の
症
例
に
於
て
は
狸
紅
熱
腎
炎
或
は
腎
疾
患
の
家
族
的
登
生
は
多
く
、
又
、

狸
紅
熱
腎
炎
患
者
の
家
族
歴
に
腎
炎
非
常
に
多
か
り
き
。

是
等
の
事
實
は
腎
炎
の

登
現
に
封
し
遺
傳
的
素
因
の
關
與
大
な
る
を
示
す
も
の
な
ら
ん
。

又
定
型
的
狸
紅

熱
腎
炎
一
一

例
申
既
往
症
に
腎
炎
に
罹
患
し
て
全
治
せ
り
ε
推
定
し
得
た
る
も
の

五
名
あ
る
は
注
目
に
値
す
。

腎
疾
患
を
起
せ
る
患
者
は
從
來
感
冒
乃
至
扁
桃
腺
炎
に
罹
患
し
易
き

傾
向
を
有
せ

り
。

又
猩
紅
熱
恢
復
期
腎
疾
患
を
起
せ
る

も
の
と
然
ら
ざ

る
も
の
と
の
間
に
は
口

蓋
扁
桃
腺
肥
大
症
の
罹
患
率
に
若
干

の
相
違

あ
り
。

斯

の
事
實
は
扁
桃
腺
肥
大

症
に
封
し
其
遣
傳
素
因
読
を
重
視
す
れ
ば

腎
炎
に
家
族
的
養
生
多
き

事
實

と
一
脈

相
連
り
、
惹

い
て
は
叉
、其
素
因
を
敢
て
所
謂
淋
巴
罷
質
に
求
む
れ
ば
扁
桃
腺
肥
大

と
腎
炎
雨
者
の
併
存
は

理
解
し
易
き
が
如
し
。

然
れ
と
も
扁
桃
腺
肥
大
の
外
観
的

大
小
と
恢
復
期
腎
疾
患
の
各
群

と
の
間
に
は

一
定
の
直
接
的
聯
關
は

認
め
ら
れ
ざ

り
き
。

(一三
)狸
紅
熱
恢
復
期
腎
疾
患
と
他
の
第
二
病
と
の
關
係

腎
炎
、
第
二
次
ア
ン
ギ
ー
ナ
、第
三

次
淋
巴
腺
炎
、
登
熱
等
が
同
時
又
は
相
前
後
7

て
登
現
す
る
事
は
古
く
よ
り
知
ら
れ
た
る
事
實

な
れ
と
も
腎
炎
諸
症
歌
と
其
他

第
二
病
と
の
出
現
の
時
間
的
關
係
を
臨
状
的
に
精
細
に
探
求
せ
る
も
の
無
き
が
佃

崔
魏
所
謂
狸
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
四

一
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崔
=
所
謂
猩
紅
熱
腎
炎
の
研
究

七
四

三

き
を
以
て
そ
の
観
察
を
行
ひ
た
り
。
猩
紅
熱
恢
復
期
に
起
る
腎
疾
患
の
重
き
程
、其

と
相
前
後
し
て
併
發
す
る
其
他
の
第

二
病
の
發
生
傘
は
大
に
し
て
、殊
に
腎
炎
と
密

接
な
る
聯
關
あ
る
も
の
は

第
二
次
ア

ン
ギ
ー
ナ
第
二
次
淋
巴
腺
炎
な
り
。

然
れ
と

も
腎
炎
は
他
の
第
二
病
の
出
現
な
し

に
單
獨
に
も
發
生
し
た
り
。

而
し
て
第
二
次

ア
ン
ギ
ー
ナ
は
鷺
一重
一増
加
、
血
壓
上
昇
と
擁
ん
と
后
町隔
ヌ
は
灘
日
往
に
謎
漣
亀
匙
膿

炎
襲
生
前
に
第
二
次
ア
ン
ギ
ー
ナ
を

認
め
た
る
症
例

無
き
を
以
て
第

二

次

ア
ン

ギ

ー

ナ

は
定
型
的
腎
炎

發
生
一
と封
し
原

均
絹
系
を
有
せ
ざ
る
も
力
と
思
准

ギ
ー
ナ

定
型
的
腎
炎
發
生
一
と
封
生
原
因
的
糸
を
有
せ

さ
る
。

要
之
、
第
三
次
ア
ン
ギ
ー
ナ
、
第
二
次
淋
巴
腺
炎
二
者

ε
腎
疾
患
と
の
間
に
は
相
互

間
に
因
果
的
關
係
無
く
、
共
に
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
と
考

へ
ら
る
。
而
し
て
こ
れ

に
封
し
て
ば

ア
レ
ル
ギ
ー
が
關
係
あ

る
如
き
印
象
を
受
け
た
り
。

第
五
章

結

論

一
、
第

一
報
と
同
じ
猩
紅
熱
患
者

一

六
名
に
就
き
家
族
歴
、
餅
　往
歴
、
口
蓋
扁
桃

腺
肥
大
の
歌
態
蛇
に
臨
状
観
察
殊
に
所
謂
第
二
病
の
出
現
模
様
を
検
索
せ
り
。

一
、
狸
紅
熱
恢
復
期
腎
疾
患
の
頻
度

は
定
型
的
腎
炎
一
一

例
(
一

六
%
㌧
の
他
に

血
歴
充
進
を
主
要
症
歌
と
し
観
察
期
間
申
輕
快
せ
ざ
る
症
例
八
例
、
輕
微
の
血
歴
充

進
と
尿
所
見
を
狸
紅
熱

第
四
病
週
以
後
に
認
め

藪
臼

に
し
て
全
治
せ
る
症
例
一
例

に
し
て
、
尿
所
見
の
み
陽
性
な
る
症
例
は
七
三
例
(四
三
・九
%
)
の
多
藪
な
O
き
.、

從

つ
て
從
來
の
狸
紅
熱
腎
炎
の
統
計

に
封
し
て
は
充
分
検
討
す
べ
き
絵
地
あ
り
、
叉

定
型
的
腎
炎
以
外
の
、
尿
所
見
の
み
或

は
尿
所
見

と
血
歴
上
昇
を
示
し
た
る
が
如
き

不
全
型
症
例
に
就
て
は
今
後
の
研
究
に
侯

つ
事
大
な
⇔
。

腎
炎
糞
生
は
十
乃
至
十

五
歳
に
最
も
多
く
性
的
差
異
は
認
め
ざ
の
き
。

一
、
狸
紅
熱
腎
炎
或
は
腎
疾
患
の
家

族
的
襲
生
は
多
く
、叉
腎
炎
患
者
の
家
族
歴
に

腎
炎
多
く
、
定
型
的
腎
炎
一
一

例
中
既
往
症
に
腎
炎
を
罹
患
し
て
全
治
せ
し
と
推
定

し
得
た
る
も
の
五
名
あ
り
た
り
。

一
、
恢
復
期
腎
疾
患
を

起
せ
る
患
者
は

感
冒
乃
至
扁
桃
腺
炎
に
罹
患
し
易
き
傾
向

あ
り
、
叉
腎
疾
患
を
起
せ
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
の
間
に
は
口
蓋
扁
桃
腺
肥
大

症

騙
基
弩
に
蒙
づ

嚇
遙
凌
を
.

一
、
恢
復
期
腎
疾
患
の
重
き
程
、
其
と
相
前
後
し
て
起
る
其
他
の
第
二
病
の
壷
生
率

は
大
に
し
て
殊
に
腎
炎
と
密
接
な
る
聯
關
あ
る
は
第
二
次
ア
ン
ギ
ー
ナ
、
第
三
次
淋

巴
腺
炎
な
り
。
然
れ
と
も
腎
炎
は
其
他
の
第
二
病
無
し
に
輩
猫
に
も
登
生
し
距
り
。

而
も
て
定
型
的
腎
炎
に
て
は

第
二
次
ア
ン
ギ
ー
ナ
を

腎
炎
嚢
病
前
に
認
め
た
る
症

例
無
し
。

一
、
中
耳
炎
、
關
節

口
イ
マ
ト
イ
ド
、
狸
紅
熱
心
臓
、
尿
中
ウ

ロ
ビ
リ
ノ
ー
グ

ン
反

應
に
就
て
も
臨
状
的
襯
察
を
行
ひ
た
り
。

欄
筆
に
當
り
恩
師
坂
口
教
授
、

村
山
院
長
、
臨
澤
助
教
授
、
茂
在
講
師
の
御
懇
篤
な
る
御

指
導
と
御
校
開
に
封
し
、
深
き
謝
意
を
表
し
、
阿
部
博
士
の
適
切
な
る
御
指
導
と
御
助
言

を
謝
す
。
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熱
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